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１１．資料 

① 緑地の管理・活用に対する市民ニーズの把握(府民ニーズ調査)の詳細 

資料 1, 先進事例調査 6.13(浜松市)     ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６９ 

資料 2. 地域資源の現地調査 （写真） 8.6   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７２ 

資料 3. 竹材を活用した試作品の提供による市民ニーズ調査    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・７４ 

（竹の箸試作品ＰＲチラシ フクロウの森再生プロジェクトＰＲ資料 アンケート用紙 アンケート結果）9.13

及び 14 岸和田市立浪切ホール祭りの広場 

資料 4．竹材を活用した試作品の提供による市民ニーズ調査 11.9 阪和道岸和田ＳＡ下り線     ・・・８１ 

資料 5．竹材を活用した試作品の提供による市民ニーズ調査 12.7 農産物直売所｢愛彩ランド｣     ・・８４ 

資料 6．地域の景観作物の試験栽培と地域住民の意見聞き取り 10.15 市立山滝小学校     ・・・・・８７ 

資料 7．地域の景観作物の試験栽培と地域住民の意見聞き取り 27.2.2 市立山直南小学校・幼稚園   ・８８ 

資料 8．里山林等の管理・活用活動への参画や、費用負担について 11.16 愛彩ランド近傍の竹林  ・・８９ 

資料 9．管理されていない緑地の保全活動への参画について 12.7 愛彩ランド   ・・・・・・・・・・９６ 

 

② 農地の管理・活用に対する市民ニーズの把握(府民ニーズ調査)の詳細 

資料 10．地元農産物を活用した試作品の提供による市民ニーズ調査 8.26 Ｉ‐ｓｉｔｅなんば  ・・１００ 

資料 11．地元農産物を活用した試作品の提供による市民ニーズ調査 12.14 丘陵地区近傍農地   ・・１０７ 

資料 12．大阪学院大学生による収益確保方策を検証する実証実験 11.1 ＮＨＫ大阪放送局南側  ・・１１０ 

 

③ 地域資源(緑地・農地)の管理・活用に対する市民ニーズの把握(府民ニーズ調査) 総括表 

資料 13  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２２ 

④ 参考資料 

資料 14．大阪府アドプトフォレスト制度  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２６ 

資料 15．バイオマス加工施設に対する支援事例   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２９ 
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先進地の視察（静岡県浜松市）２６．６．１３ 参加者       資料１ 

 Ⅰ 竹の有効活用について（丸大鉄工株式会社） 

里山の保全に際し、伐採された竹の活用を行い、収益を確保することにより持続的な緑

環境の創出に繋がるよう実証実験を行うものである。 

竹の有効活用として、伐採した竹をチップ機によりパウダー加工し、作成された竹パウ

ダーをプラスチックと混合し、竹プラスチック製品として加工、販売した際の収益モデル

をアンケート等により検討を行うものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考察】 

 竹をパウダー処理する機械の選定に当たっては、福岡県八女市にてヒアリングを行い、

丸大鉄工㈱が製造販売している「パンダⅡ」が実績等を考慮し、現時点での実証実験に

は相当であると判断し、依頼したものである。実際にパウダー加工された竹材は、プラ

スチック製品としての機能を有するものとして評価でき、収益を十分に確保できるもの

であった。今後は、商品化に向けた消費者のアンケート等により販売面での調査が必要

である。 

 

 

 

 

 

 

協同による竹の伐採作業 伐採した竹を運搬 丸大鉄工にてパウダー加工 

プラスチックと混合 竹プラスチックの完成 

試作品へ 
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Ⅱ 市民参加型の緑地環境の保全について（浜松花博） 

市民が主体となった緑地環境の保全に関し、浜松花博を視察、その取り組みと内容につ 

いて確認するものである。 

 また、修景緑地環境の創出による来訪者の満足度を得て、収益確保につながるような情 

報収集を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民参加型の花壇づくり 体験型の花のブーケづくりと展示 

地域資源を活用した花壇づくり 修景作物（お茶畑）の緑保全 

竹材を活用した花壇づくり 
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【来場者ヒアリング】 

  ○季節感のある花を見て楽しかった。 

  ○入場料は決して安くないが楽しめた。 

  ○花のブーケづくりなど体験してみたい。 

  ○展示の仕方が多様であり見ていて飽きなかった。 

  ○維持管理にお金がかかっている 

  ○果物などの花を初めて見る事が出来て良かった等                      

 

【考察】 

  修景緑化する事により見せる緑地環境は十分に収益を得るものではあるが、維持管理 

に費用がかかり、現実的には困難。 

  しかしながら、体験型の緑地保全や花のブーケづくりなど季節感のあるイベントを通 

じて収益方策を検討できると感じた。 

  また、竹材を使った柵や花壇づくりなど本地区に活用する事が可能な取組や、市の花で

ある「バラ」を使った取り組み、お茶畑などの修景作物の活用など大いに参考となった。 

 

 

 

まとまったバラの修景づくり バラを活用した緑空間づくり 

体験学習風景 収益を確保する花の販売 
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 地域資源の現地調査(8 月 6 日)                資料 2 

日時 平成２６年８月６日(水) 

場所 岸和田市役所 

      丘陵地区 ボランティア活動による竹の伐採現場 

        丘陵地区整備課現地事務所 

      市内人参彩誉実証栽培圃場 

 

現地調査内容 (写真参照) 

① ボランティア活動による竹の伐採状況 

② 伐採した竹の状況 

③ 竹をチップ化に粉砕したもの 

④ 竹をミンチ状にしたもの(農地たい肥に利用) 

⑤ 竹パウダ(プラスチックに混入製品化) 

⑥ 人参彩誉実証栽培 

 

計画図書収集 

① 丘陵地区環境形成計画 (平成 23 年 12 月 岸和田市) 

② 岸和田丘陵地区のまちづくりを楽しむヒント集 (平成 26 年 7 月 岸和田丘陵地            

区まちづくり協議会) 

③ 岸和田丘陵地区における都市計画について (平成 26 年 3 月 25 日都市計画決定) 

④  フクロウの森再生プロジェクト 
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ボランティア活動による竹の伐採                      伐採いした竹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹をチップ化に粉砕                    竹をミンチ状（農地堆肥） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹パウダ                         人参彩誉実証栽培 

 

 

 

 

 

《８月６日現地調査》 

       地域資源の現地調査（８月６日） 
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調査① 竹材を活用した試作品の提供による市民ニーズ調査 資料３ 

 

 

（１）日時 平成 26 年 9 月 13 日(土)14 日(日) 午前 10 時から午後 6 時まで 

（２）場所 岸和田市立浪切ホール祭りの広場 

（３）行事 第４回きしわだ城下町フェア 

(主催きしわだ城下町フェア実行委員会 岸和田商工会議所等で構成) 

（４）アンケートの実施方法 

フェアにブースを出店 

「ふくろうも安心：竹を使ったエコなお箸」のキャッチフレーズで、竹  林を守る取

組を、看板、試供品等で府民に説明。 

試供品(竹の箸)を受け取った人、試供品(人参ジェラード)を購入した人、関連グッズ(フク

ロウをデザインしたＴシャツ等)を購入した人、ブースの展示内容に興味を持った人を主

に、アンケートを聴取した。 

（５）試供品の配布 竹の箸(竹粉をプラスチックに混ぜ加工したもの) 

50 膳を配布。 

（６）試供品の販売実証実験(人参ジェラード) 

岸和田生まれのにんじん彩誉がたっぷり入った人参ジェラードを試験販売。 

13 日は、300 円で、36 個販売。14 日は、250 円で、50 個販売。 

（７）販売の実証実験の評価 

品質より、売値が非常に影響している。 

ジェラード自身の値ごろ感も適正価格での打ち出しが必要。 

（８）関連グッズの販売(岸和田市在住のデザイナーがデザインした、ふくろうグッズ) 

Ｔシャツ 3,800 円 Ｔシャツ子供用 2,000 円 レディス 3,800 円 

ポロシャツ 4,300 円 マフラー 1,850 円 

アクセサリー iphone ケース 1,620 円 

2 日間で、13 着を販売。販売額 41,920 円 
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岸和田丘陵の竹で作った 

「竹プラスチックでできたお箸」のアンケート 

 

 

 

岸和田の山手丘陵には農地や里山など豊かな自然が広がっていますが、放置竹林拡大から日々

そういった環境が喪失しています。 

そこで、竹を単に処分するのではなく、竹を加工した製品を作成することで環境にやさしい「竹

プラスチックのお箸」を作成しました。このお箸を皆さんに買って頂く事により得られる収益で、

放置竹林の改善につながります。 

 

【アンケートです】 

岸和田丘陵の自然を、みんなで守る地元の皆さんの活動を支援するために、この竹をいく

らなら、購入されますか。 

答えの番号に○をお願いします。 

 

① 100 円   ②150 円   ③200 円   ④300 円以上   ⑤買わない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさんへ、 

少子高齢化時代を迎えた今日、各地域では、行政に依存しない自立した社会の仕組みづくりが

求められています。 

私たちは、農地や里山を、市民・企業を含めた幅広い連携で持続的に管理するための、収益方

策の検討を進めています。アンケートのご協力ありがとうございました。 

平成２６年９月 13 日 14日 岸和田丘陵みどりの収益方策検討会 

（岸和田市、JA いずみの、岸和田商工会議所、大阪府土地改良事業団体連合会で構成） 
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「岸和田フクロウの森再生プロジェクト」 

      竹で作った「はし」のアンケート 

“fuku・Pula”のお箸 

 

岸和田の丘陵地区には農地や里山など豊かな自然が広がっており、そのシンボルである「フク

ロウ」が生息しています。しかし、放置竹林が拡大し、「フクロウ」の生息環境が日々侵されて

います。 

そこで、この竹を有効に活用するために、伐採した竹と植物性のプラスチックを混合して「エ

コなお箸（fuku・Pula）」を作成しました。 

このお箸を皆さんにお使いいただくことで、竹の有効利用が図られ、「フクロウ」が安心して

棲める森づくりを応援していただくことにつながります。 

 

【アンケートです】 

「フクロウ」が棲む森づくりを皆さんに応援をお願いするために、 

この「エコなお箸（fuku・Pula）」をいくらなら買って頂けますか。 

答えの番号に○をお願いします。 

 

①100 円   ②150 円   ③200 円   ④300 円以上   ⑤買わない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（アンケートにご協力頂いた皆様へ） 

 子高齢化時代を迎えた今日、各地域では、行政に依存しない自立した社会の仕組みづくりが求

められています。 

私たちは、農地や里山を、市民・企業を含めた幅広い連携で持続的に管理するための、収益方

策の検討を進めています。アンケートのご協力ありがとうございました。 

平成２６年９月 13日 14日 岸和田丘陵みどりの収益方策検討会 

（岸和田市、JAいずみの、岸和田商工会議所、大阪府土地改良事業団体連合会で構成） 



77 

 

 

調査① 竹材を活用した試作品の提供による市民ニーズ調査 

アンケート結果 

 

（１）日時 平成 26 年 9 月 13 日(土)14 日(日) 午前 10 時から午後 6 時まで 

（２）場所 岸和田市立浪切ホール祭りの広場 

（３）行事 第４回きしわだ城下町フェア 

(主催きしわだ城下町フェア実行委員会 岸和田商工会議所等で構成) 

（４）アンケートの実施方法 

フェアにブースを出店 

「ふくろうも安心：竹を使ったエコなお箸」のキャッチフレーズで、竹林を守る取組を、

看板、試供品等で府民に説明。 

試供品(竹の箸)を受け取った人、試供品(人参ジェラード)を購入した人、関連グッズ(フ

クロウをデザインしたＴシャツ等)を購入した人、ブースの展示内容に興味を持った人を主

に、アンケートを聴取した。 

（５）アンケートの内容 

岸和田丘陵の竹で作った｢竹プラスチックでできたお箸｣について 

（６）アンケートの質問と回答 

(アンケート 1 案質問 9 月 13 日実施) 

岸和田丘陵の自然を、みんなで守る地元の皆さんの活動を支援するために、この竹の箸 

をいくらなら、購入されますか。 

答えの番号に○をお願いします。 

① 100 円 ②150 円 ③200 円 ④300 円以上 ⑤買わない 

 

回答 総数 66 

① 100 円    回答数  ２   ３％ 

② 150 円         ５   ８％ 

③ 200 円        ２２  ３３％ 

④ 300 円以上      ３７  ５６％ 

⑤ 買わない        ０ 

 

(アンケート 2 案質問 9 月 14 日実施) 

｢フクロウ｣が棲む森づくりを皆さんに応援をお願いするために、この｢エコなお箸

（fuku・Pura）｣をいくらなら買って頂けますか。 

答えの番号に○をお願いします。 

① 100 円 ②150 円 ③200 円 ④300 円以上 ⑤買わない 
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回答 総数 98 

① 100 円    回答数  ３   ３％ 

② 150 円        １１  １１％ 

③ 200 円        ３７  ３８％ 

④ 300 円以上      ４７  ４８％ 

⑤ 買わない        ０ 

 

（７）個別意見(アンケートの際の聞き取りによる) 

・自分も、ボランティアをしています。 

・活動を考えると、もっと値段が高くても良いのではないか。 

・デザインを工夫してほしい。ふくろうの絵を箸に描いてもよいのでは。 

・重たいほうがよい。 

・細いほうがよい。 

・光らすような塗りをして高級感を。 

・先をつまみ易くして。 

 

（８）アンケート結果と考察 

 

①アンケート結果 

回答 総数 164 

① 100 円    回答数  ５   ３％ 

② 150 円        １６  １０％ 

③ 200 円        ５９  ３６％ 

④ 300 円以上      ８４  ５１％ 

⑤ 買わない        ０ 

 

② 考察 

・200 円 ３６％ 300 円以上 ５６％と言う結果。 

・放置竹林を改善する活動に、資金を支援したいと、値段を決めた方が多い。 

・「森林の保全」「フクロウの棲める環境づくり」をしっかりと PR すれば、収益確保  

につながるのでは。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



79 

 

 

（
岸
和
田
丘
陵
み
ど
り
の
収
益
方
策
検
討
会
）
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（岸和田丘陵みどりの収益方策検討会） 



81 

 

調査① 竹材を活用した試作品の提供による市民ニーズ調査 資料４ 

 

11 月 9 日（日）フクロウの感謝祭 阪和道岸和田サービスエリア下り線 

 

アンケートの主旨 

 

   岸和田の丘陵地区には農地や里山など豊かな自然が広がっており、そのシンボルである「フ

クロウ」が生息しています。しかし、放置竹林が拡大し、「フクロウ」の生育環境が日々侵さ

れています。 

   そこで、様々な人たちにご参加いただいて竹伐採や植樹など、森の再生活動を実施していま

す。 

   また、伐採した竹を有効に活用するために、伐採した竹とプラスチックを混合したエコなお

箸を作成・販売するなど「フクロウの森」の再生に向けて幅広い取組みを進めています。 

 

アンケートの内容 

 

  フクロウ」が棲む森づくりに参加したいと思いますか。 

① 参加したい ② 参加しないが応援したい ③ 参加しない 

 

回答 

  

参加したい       12 名 

参加しないが応援したい 4 名 

 

森づくりに興味がある。 

家のそばに、ほったらかしの竹藪がある。 

自然を大切にしたい。 

田舎育ちはみんなそう思う。 

フクロウはかわいい。 

山に入ったら、ゴミをほかさないように頑張る。 

フクロウが大好き。保護したい。 

16 日の山のイベントにも、参加を申し込んでいます。 

参加しないが、500 円だったら寄付します。 
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（岸和田丘陵みどりの収益方策検討会） 
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全景                 ふくろう その１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           フクロウその２                商品販売 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービスエリア内 

 

 

 

 

 

調査①竹材を活用した試供品の提供による市民ニーズ調査 

(平成 26 年 11 月 9 日 フクロウの感謝祭) 
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調査① 竹材を活用した試作品の提供による市民ニーズ調査 資料５ 

 

12 月 7 日（日）フラワーアレンジメント教室 道の駅「愛彩ランド」 

 

9 名参加 

 

花器は、アドプトフォレスト活動で民間企業が 11 月に伐採した竹を、市職員が 11 月 24 日

から 12 月 5 日まで仕事の合間を見つけて加工。 

 

参加者の感想 

 

楽しかった。（全員） 

色々な交流活動に、これからも参加したい。（複数の人） 

花器が出回っていない。500 円だったら買います。(講師) 
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（岸和田丘陵みどりの収益方策検討会） 
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（岸和田丘陵みどりの収益方策検討会） 


